
  

　今回は、昔懐かしい３Ｄ方式のシステムです。

システム構成

　中高音部：

　　　エンクロージャ：密閉型、内容積：５.８Ｌ

　　　トゥィータユニット：Ｆｏｓｔｅｘ ＦＴ９６Ｈ、１００ｄＢ／Ｗ（ｍ） 

　    スコーカユニット：ＴａｎｇＢａｎｄ Ｗ３－８８１ＳＪＦ、８８ｄＢ／Ｗ（ｍ）

　    ＬＣネットワーク：５ｋＨｚクロス、１２ｄＢ／ｏｃｔ

　低音部：

　　　エンクロージャ：バスレフ型、内容積：４４Ｌ

　　  ウーファユニット：Ｆｏｓｔｅｘ ＦＷ２０８Ｎ、９０ｄＢ／Ｗ（ｍ）

　チャネルデバイダ：

  　　１４０Ｈｚクロス、１８ｄＢ／ｏｃｔ、ローブースト可（今回不使用） 

３ウェイ３Ｄシステムの製作 ２０１５年９月２７日　小高

中高音部

低音部

形状

＝２５Ｌ ＝４４Ｌ+容積： ／

尚、回路シミュレーションは ”ＣｉｒｃｕｉｔＶｉｅｗｅｒ”、回路図は ”Ｄ２ＣＡＤ”、Ｆ特は ”ＭｙＳｐｅａｋｅｒ” と ”ＤＳＳＦ３”、板取図は ”ＬｉｂｒｅＯｆｆｉｃｅＤｒａｗ”、

　　オーディオＩ/Ｆは ”ＡＳ３７２”、測定マイクは ”松下ＷＭ６１Ａ” を使用しました。



  

ネットワーク回路と特性

チャネルデバイダの特性

　　チャネルデバイダの周波数特性総合周波数特性　黒：バスレフ、(赤：密閉+ローブースト)

　　　　　　　　　　　　　　中高音部周波数特性　赤：密閉、(黒：バスレフ)　　　

　　　　
　　　　低音部周波数特性　黒：バスレフ、(青：密閉、赤：密閉+ローブースト)

音圧特性

スコーカがＰａｒｃＡｕｄｉｏ ＤＣＵ－Ｆ０８１ＰＰの時

スコーカがＰａｒｃＡｕｄｉｏ ＤＣＵ－Ｆ０８１ＰＰの時

自然に聞える
場所を探す

低音ユニットの設置方法

低音ユニットを
リスニング
ポイントへ

自然に聞える
場所を発見

　　実ユニット接続時のスピーカ印加電圧

その場所に
低音ユニットを設置


